
小学校5年生 河内長野市 対府差 府平均

国語 73.4 ＋3.１ 70.3

算数 55.0 ＋3.1 51.9

理科 61.2 ＋1.１ 60.1

わくわく問題 60.9 ＋2.8 58.1

小学校6年生 河内長野 対府差 府平均

理科 66.8 ＋2.8 64.0

わくわく問題 69.7 ＋1.2 68.5

正答率 市平均 対府差 府平均 正答率 市平均 対府差 府平均

5年生 59.1 ＋2.9 56.2 5年生 19.7 ＋2.4 17.3
6年生 71.6 ＋3.1 68.5 6年生 26.0 －0.4 26.4

令和８年度 すくすくウォッチ結果考察【概要版】

調査結果より

☆目的に応じて、根拠を明確にし、自分の考えをまとめ表現する授業の充実

①すべての教科で相手・目的を明確に提示し、文章を書く

②資料から必要な情報を選び、設定された条件を踏まえて書き表す

③課題や目的を意識しながら、周りの発言と自分の考えを比較し、整理して考

えをまとめる

④推敲を通して表現をより適切なものにしていく

市として進めていくこと

☆自分で考え 自分で決めて 自ら行動する主体的に取組む授業

①一人ひとりの「好き」（好奇心）を引き出すような課題の設定、自分に合った

課題や方法を選択・調整する場面の設定

②他者との協働を通して、課題解決に取り組む学習活動の設定

③課題解決に向けて、主体性を発揮し情報を集めて整理したり、自分の考え

をまとめたり探究していく授業

☆ICT機器を活用した学習活動の充実

①自分の考えを表現する道具として活用するとともに、他者の意見と比較

したり、様々な考えを交流し、自分の考えを再構築したりする場面の設定

②シンキングツールを用いて考えを整理し文章の構成を意識しながら、表現

を工夫する場面の設定

③遠隔合同授業を学校間で実施し、小グループで協働して課題解決したり、

考えを深めたりする場面の設定

④デジタル教材、学習アプリの活用の推進（eライブラリ、BASE in OSAKA、

ロイロノート等）

☆学校全体で組織的に取組む授業改善

①主体的、対話的で深い学びの視点に立った授業づくり

②各教科において、「自己決定」や「自己調整」しながら学ぶ授業づくり

③教育活動全体で言語活動の充実

☆基礎的・基本的な学力の定着が見られた。

☆理由や根拠を明確にして伝えること、自分で考えたことを伝えることについて成果が見られた。

☆ほとんどの設問において無解答率が府と比べて低かった。

○問題の概要 ２（２）

観観光を題材として、与えられた資料をもとに問われている内容を論理的に思考する力、相

手意識や目的意識を明確にして情報を発信する力を問う内容。観光案内の機能を持ったアプ

リケーション『デジタル観光案内』を作成するにあたり、複数の資料や【みんなの意見】を

もとに、作成された【画面移動の図】を完成させるためにどのようなプログラミング(⇒)が

必要なのかを問う問題。府

すくすくウォッチから確認できた成果と課題

○問題の概要 ２（３）

観光を題材として、与えられた資料をもとに問われている内容を論理的に思考する力、相手意識や目的意識を明確にして情報を発信する力を問

う内容。自分なら、大阪に来る人たちのために、どのような【大阪1日観光プラン】を作るのかを複数の情報を関連付け、プランを考え、そのプ

ランの魅力を伝える紹介文も具体的に書けているかを問う問題。

○問題の観点 C D ○問題形式 記述

＜すくすくウォッチとは＞
令和３年度から始まった小学校５・６年生を対象（６年生はわくわく問題と理科のみ）とした大阪府独

自の取組み。今年度は４月２８日（火）に実施。

子どもたち一人ひとりが、学びの基盤となる言語能力や読解力、情報活用能力、問題発見・解決能

力等を活用させ、これからの予測困難な社会を生き抜く力を着実につけることを目的とする。その目

的を達成するため、子ども、家庭、学校は、本テストを実施するとともに、テスト及びアンケートの結

果や分析等から、以下の取組みの充実に努める。

課題解決に向けた今後の市としての取組み

成果について

☆複数の情報を関連付け、それをもとに論理的に考える力に課題が見られた。

☆理科の既習内容を定着させる必要がある。

(昆虫、直列・並列つなぎ・電気を通すか・磁石につくか等)

課題について

わくわく問題（教科横断的問題）について (※クロス集計：質問の回答の違いによって国語や算数の結果にどのような傾向があるかをみる集計)

＜わくわく問題とは＞

○ 教科の枠を超えた日常の活動や現代的な諸課題（SDGs、プログラミング的思考）等を

テーマにした問題。

○ 文章や絵、図、表、グラフを読んで、自分の考えを書くなどの問題。

＜わくわく問題の観点＞

○ 子どもが、多様な他者と協働し、探求的な学習を進め、生きる力を伸ばすために必要な力

として、以下の5 つの観点に整理される。

わくわく問題の正答率 × アンケート クロス集計から

図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それをもとに新たな課題を考えたり、自分の考えをまとめ、伝える問題である下記２（３）について大阪府より正答率が高く、

無解答率も５・６年生で２.８ポイントと低い。本問題については、複数の情報をもとに「自分ならどうするか」を決定し、それに合う内容のものを選択し、自分の言葉で説明する力が育

まれていると考えられる。わくわく問題の「理由や根拠を明確にして伝える」「自身で考えたことを伝える」に関する設問においても、府の平均正答率を上回っていた。

わくわく問題（教科横断的問題）の状況 【改善が必要な点】

図や表・グラフ・短い文章・会話文等の内容を関連付けて、それをもとに論理的に考える問題について、今回は３問出題された。下記

の２（２）については５・６年生ともに正答率が低い結果であった。本問題については、複数の資料の情報を正しく読み取り、プログ

ラミングの矢印を完成させるために、どの部分に足すのかはわかっているが、矢印の向きや種類をすべて正しくとらえられていない誤

答が多かった。この課題解決に向けて、児童が授業の中で複数の資料を正しく理解し、それを文章や図・表などにまとめる活動の時間

わくわく問題（教科横断的問題）の状況 【良かった点】

A：図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、正しくとらえる。

B：図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それをもとに論理的に考える。

C：図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それをもとに新たな課題を

考える。

D：図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それをもとに自分の考えを

まとめ、伝える。

E：興味・関心のある事柄について、意欲的に工夫して相手に伝える。

□学校…教員が、子ども一人ひとりの学びに対する思いや強み弱みを知り、一人ひとりの実態に合わせた

指導を行う。

□児童…自分の学びをふりかえり自らの強みや弱みなどを知って新たな目標をたて、強みをのばすことや

課題を克服すること等に取組む。

□家庭…子どもの伸びや課題を知り、子どもを誉め、励ます等によって、子どもを支援する。
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